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（２）対策効果シミュレーション 

大阪府下において、ヒートアイランド対策の効果を数値的に把握するため、熱環境マッ

プを基に現況とヒートアイランド対策を行った熱負荷の算出、および対策による熱負荷の

変化から気温変化を予測するシステムを平成 23年度環境省事業「大都市中枢街区における

総合的なヒートアイランド対策による熱環境管理推進事業委託業務」、平成 24 年度環境省

事業「ヒートアイランド対策効果シミュレーション業務」において作成した。 

熱負荷計算は「ヒートアイランド熱負荷計算モデル」を使用し、建物・土地利用データ

は大阪府・大阪市で整備されているメッシュデータを利用した。気温変化の推定は OASIS

（気象解析）モデルによる地域毎の「気温変化／熱負荷変化」の把握から、現況と対策に

よる熱負荷の差を気温変化に反映させた。 

ヒートアイランド対策ガイドラインで示す地域類型毎にヒートアイランド対策の導入量

を入力することにより、メッシュ毎に熱負荷を算出し、気温変化を予測することができる。 

 

 

 シミュレーション概要 
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熱負荷・気温予測（メッシュ毎）  

 

 

 

 

 

 

合計（H I 対策後）熱負荷  

熱負荷計算結果  

現況（Ａ）  

土地利用情報  

（都市計画基礎調査結果）  

街区建物情報の整理  

（メッシュ毎）  

H I 対策の想定  

 

（ 類 型 別 に 、  

木造、RC、道路･

公園毎に指定）  

木造、非木造の熱負荷計算  

気温感度係数  Ｃ  

（地域毎）  

対策による熱負荷変化（B－A） 

道路公園の熱負荷計算  

気温変化予測  D＝ (B－A)×C 

気温の推計  地点の気温＋D  

メ ッ シ ュ 近 傍 地 点 の

気温（観測値）  

代表地点で

の検討結果  

 

－推奨され

る H I 対策  

（検討例を参照しながら対策の設定）  

指定メッシュの

結果表示  

人工排熱の熱負荷計算  

熱負荷計算結果  

H I 対策後（B）  

O A SIS モデルによる熱負荷

変化と気温変化の関連分析  

 


